
プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。夢への挑戦
をテーマに企業トップへのインタビューなどをおよそ１
時間にわたって放送している「チャレンジ・ザ・ドリー
ム」。今日のトップインタビューは、働き方改革やITの
活用などで数多くの表彰を受けている桐生市の有限会社
COCO-LO 雅樂川陽子社長、46歳です。COCO-LOは
雅樂川社長が2005年に29歳で設立。訪問看護からスター
トして、通所介護やフィットネスなどに事業を広げ、現
在９つの事業所があり、およそ100人の従業員がいます。
女性による起業もさることながら、働き方改革やITの活
用など、職場づくりの工夫が広く評価され、数多くの表
彰を受けています。７年前に番組後半の訪問インタ
ビューでご紹介したことがありますが、今回は番組前半
でたっぷり時間を取ってお話を伺っていきます。番組後
半は、学生時代に起業し、昆虫食の開発や販売などに取
り組んでいる25歳の男性を紹介します。

トップインタビュー
有限会社COCO-LO

雅樂川陽子 代表
̶̶̶有限会社COCO-LOの雅樂川陽子社長にFM 
GUNMAのスタジオにお越しいただきました。雅樂川社
長、今日はよろしくお願いします。

雅樂川社長：お願いします。

【収録風景：FM GUNMAスタジオにて】

【プログラム】
■トップインタビュー
　有限会社COCO-LO
　　　　　雅樂川陽子　代表

■保証協会からのお知らせ
　経営改善サポート保証（感染症対応型）について

■チャレンジ企業コーナー
　ＦＵＴＵＲＥＮＡＵＴ株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

令和４年６月２日（第111回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。「様々なライフステージで挑戦を
続ける企業の応援」をメインテーマとし、群馬発の企業のトッ
プインタビューを中心に構成しています。
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【COCO-LOの事業展開】

̶̶̶2015年にインタビューをさせていただいてから７
年がたちました。あっという間でしたね。

雅樂川社長：ほんとうに、そうですね。

̶̶̶この間、さらに事業を拡大するとともに、働き方
改革などに関する２冊の本も書かれていらっしゃいます。
今日はそのあたりのお話も伺っていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

雅樂川社長：よろしくお願いします。

̶̶̶まず初めに創業についてお聞かせいただければと
思います。雅樂川さんは作業療法士として病院などでリ
ハビリの仕事に従事していました。その後、2005年に
29歳で会社を設立。当初は訪問看護からスタートしたと
いうことでしたよね。

雅樂川社長：はい。

̶̶̶なぜ自分で会社をつくろうと思ったのでしょう
か。

雅樂川社長：はい。新しいことに挑戦することと仕事が
大好きで、毎日仕事をしていて楽しいなと思ったんです。
学生だったときに「働くって怖いな」との思いがあった
のですが、働いてみたら、仕事をするのは自分の生きが
いになっているなということに気づきました。いろんな
患者さんと話していく中で、「この仕事は起業できるよ」
とか「ビジネスになるよ」というお話をいただいていた
んですが、いろいろと怖くて、「ああ、挑戦してみたいな」
という思いを抱えながらも何もしないでいたんですね。
けれど、私の祖母が亡くなって、自宅で看取ったときに、
「ああ、やりたいことをやって生きていきたいな」とい
う思いがわき上がってきて、30歳を目前にして起業しま
した。

̶̶̶仕事が大好きという思いは今でも変わっていませ
んか。

雅樂川社長：全然変わらないどころか、もっと仕事をし
たいと思っています。こんなご時世には合わない言葉か
もしれないですが、寝ずにやっていいんだったら、やっ
ていたいなと思います（笑）。

̶̶̶ありましたよね、「24時間、戦えますか」みたいな
（笑）。そのぐらいのモチベーションをお持ちということ
ですね。

雅樂川社長：はい。

̶̶̶それで、開業当時ですが、現在のように事業を広
げようというような構想はあったのですか。

雅樂川社長：全くありませんでした。大きくしたいとか、
お金持ちになりたいとか、そういう欲は全くなくて、た
だ「仕事がしたい」しかなかったんですよね。自宅の１室、
10畳を事務所にして、「このままいけたらいいな、できれ
ばもうこのサイズ感のまま仕事ができたら、それで幸
せ」って思っていました。

̶̶̶えっ、それはどうしてでしょうか。

雅樂川社長：そのときにしていた仕事が楽しかったので、
何も不満がなかったんですよね。もう十分やりたい仕事
ができているし、会社を興したので、自分がやりたいよ
うな仕事のスタイルをつくれていたので、何の欲もあり
ませんでした。

̶̶̶それが18年前のことですが、今や９つの事業所を
お持ちということで、最初のイメージとはずいぶん違い
ますね。

雅樂川社長：そうですね、全然違いますね。

̶̶̶訪問看護からスタートして、通所介護やフィット
ネスなどに事業を広げていきました。事業拡大の転機は
何かあったのですか。

雅樂川社長：はい。小さくやっていくつもりでいたところ、
唯一正社員だった２人が同時期に妊娠したんですね。当
時は名前も知られていない会社だったので、人がいない、
すぐ来てくれと言っても来てくれるような会社ではな
かった。それで、どうしようかって考えところ、「帰って
きてくれる場所をつくろう」みたいな考えに至りました。
２人が帰ってきてくれるための環境というのは、子育て
と仕事を両立できる環境になるので、この先、働いても
らう人は子育て中の人にターゲットを絞って求人をかけ
ようと決めたんです。

̶̶̶あえて子育て中の方にターゲットを絞ったという
のがユニークですね。
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雅樂川社長：そうですね。当時は、看護師さんに働いて
ほしかったのですが、看護師さんは子どもを産むときに
いったん辞めても、うち以外にも就職口があるから、他
に行かれてしまう。そして、いったん辞めてしまうと、「現
場復帰は子どもが大きくなったときか、小学校に上がっ
たとき」って言っていました。なので、その前の段階の
人だったら働いてくれるんじゃないかと思いました。そ
ういった人たちに「どうしたら働いてくれますか」と聞
いたら、「保育園へ行っている間だったらいいですよ」、
「家の中の家事がひととおり終わった後の時間帯でよけ
れば」など、そういうふうに言ってもらったので、「では、
そこで働いてください」という形で、隙間時間に働いて
もらうようにしました。

̶̶̶企業が、みんなの働きやすい方向に合わせていく
スタイルなのですね。

雅樂川社長：そうですね。このほうが効率がいいです。
会社は柔軟に変わっていけますが、働いてくれる人は家
庭の事情があるので、そんな柔軟には変わってくれない
ですし、欲しい資格の人材は決まっていたので、その人
たちに合わせるだけということです。

̶̶̶結構一人ひとりにカスタマイズしている感じです
ね。

雅樂川社長：そうですね。

̶̶̶ちょっとわがままな意見も出てくるかもしれませ
んが、そのあたりは難しくありませんでしたか。

雅樂川社長：難しかったですね。最初のうちはそういっ
た意見も全部聞いてて、「ああしてほしい、こうしてほし
い」って言われたら、「ええっ、そうなの？」って疑問に
思っても、全部形にしてきました。でも、わがままを聞
いて、そのとおりやってしまうと、いい雰囲気はつくれ
ませんでした。従業員の言うことを全部聞いたからいい
会社がつくれるかといったら、そんなことはない、とい
うことを身をもって経験しました。言うことを聞いて実
現することと、聞きはしても仕組みとして実現しないこ
と、で分けていきました。

̶̶̶そうやって人を集め、今度は事業の拡大へつなげ
ていきました。これはなぜでしょうか。

雅樂川社長：はい。生意気ですが、仕事の評判はすごく
よかったんですよね。だから仕事の依頼が絶えなくて、
従業員がいれば、いた分だけ依頼が来る流れがつくれて
いたんですよ。それで、社内には産休、育休を取りやす
い制度もどんどんつくっていったら、子どもを産んでい
くスタッフが増えてきました。人がいなくなるので、いっ
たん補充する、新しい従業員に入ってもらう。入っても
らったら、元の従業員が帰ってくる、育休が明けて帰っ
てきますよね。帰ってきた人が働く場所がないと困るの
で、事業の拡大をするしかないというか、働く場所をつ
くる。そうすると、事業が自然と増えたというか、大き
くなった感じです。

̶̶̶そういう流れなんですね。

雅樂川社長：はい。場所も、桐生市、みどり市、前橋市
にあるんですが、前橋市につくったときは、そこで復帰
するスタッフが何人かいたので、子どもがいると遠く桐
生まで来るのでは大変だから、じゃあ前橋の辺りにつ
くっておくのがちょうどいいかなということで、前橋の
事務所をつくりました。

̶̶̶スタッフの戻る場所のために事務所をつくってし
まったということですか。

雅樂川社長：そうですね。一応リサーチはしますよ。「そ
こで仕事できるかな」っていうリサーチはするんですが、
働いてくれる人がいるところに仕事がある方がいいなと
思いました。特に私がどうしたい、ああしたいっていう
思いとか、これだけ広げたいんだとか、そういう希望も
もともとないので、働いてくれる人に合わせて事業をつ
くる、という感じですね。

̶̶̶スタッフファーストですね。

雅樂川社長：そうですね。この業界は、「人がいなくて仕
事がうまくいかない」ということがよくある話なので、
人がいるのであれば、人を活用して、人が働きやすい環
境をつくることで事業が生まれてくる、というパターン
もあるなと、自分でやってみて気がつきました。

【働き方をサポートする仕組みづくり】

̶̶̶COCO-LOは現在、およそ100人の従業員がいて、
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その７割が女性。女性の活躍や働きやすい職場づくりな
どで表彰されていますが、働き方の改革はどのように進
めていったか、具体的に２～３例を挙げていただけます
か。

雅樂川社長：はい。求人して面接に来てくださる方が、
まず最初に「子どもが熱を出したときに休んでいいです
か」と聞いてくるんですね。私はそのとき子どもがいな
くて、どういう生活をするのかが想像つかなかったので、
「子どもが熱を出したらすぐ休むんですか」って聞いた
ら、「すぐ休みます」と言うのですね。「熱が出るのは急
ですよね」と聞いたら「急です」と言うのです。ですから、
「じゃあ、どうしたらいいんだろう」と思い、子どもが
熱を出したときに休むための休暇制度を整えて、休んだ
ときにほかの人が入れるようなシフトの仕組みをつくり
ました。ほかにも授業参観や保育参観があって、有給休
暇では足りないと言われたので、それに関するお休みも
つくりました。

̶̶̶なかなかそこまで寄り添ってくれる会社というの
は、ないのではないかと思います。

雅樂川社長：そうですね。でも、いろんな言葉を仕組み
にしていくと、働きたいと言ってくれる人がどんどん増
えてきました。

̶̶̶口コミでしょうか。

雅樂川社長：はい。今では勤務形態もその人に合わせた
勤務形態にしています。先日数えたら46パターンありま
した。

̶̶̶ええっ、そんなにたくさんあるんですか。

雅樂川社長：はい。

̶̶̶それら仕組みを管理するって大変ではないです
か。

雅樂川社長：大変とは思いませんでした。ちなみに、う
ちの場合は仕組みにするときに、明文化するんですよね。
文章にちゃんと書いて、一人ひとりがこの制度を使うと
きにはこの手順で使ってくださいという、一つの本に毎
年まとめているんですね。それを見てもらえればわかる
よという形になっています。

̶̶̶一人ひとりが管理をするということですか。

雅樂川社長：そうです。

̶̶̶その自己管理も結構大変ではないかなと思います。
スタッフの方が自己管理できるような仕組みはあるので
すか。

雅樂川社長：今はタブレットとか携帯とか、一人１台デ
バイスを持ってもらい、クラウド上で管理をするように
なっています。申請するときも全部クラウド上で申請を
してもらい、それを見て、承認するか拒否するかという
ぐらいの判断はありますが、ほぼ自分たちでできるよう
な流れをつくっています。日ごろから自分たちで考え行
動するっていうことをしてもらってはいるんですね。と
いうのも、私自身が妊娠して出産する前、いっとき職場
から離れるので、組織のやり方をトップダウンからチー
ム制に変えたんですね。そのとき、エンパワメントな組
織にしたいと思い勉強会を開いて、「これから私は経営者
として皆さんにいろんな経営情報は伝えていくので、考
え行動するのは皆さんがやってください」という話をし
ました。そして「失敗したら失敗したでいいです。ただ、
はじめて挑戦した人が失敗したことを、次の人が失敗す
ると、せっかくの失敗がもったいないから、それは情報
共有していきましょうね」という流れをつくりました。
日ごろ気づいたことを行動に移してみて、やってみてい
いですよ、という流れをつくりました。日ごろから自分
で考えて行動するということをやっていると、自分自身
のことも考えて行動しようねという流れになりますね。
あと、オリジナルの手帳もつくっていまして、時間管理
というか、スケジュール管理の勉強会もやっていますの
で、「自分がやらされているのではなく、主体的に時間を
動かしている」と思うようにして働いてもらっています。

̶̶̶会社の仕組みづくりから、次の挑戦についても
伺っていきたいと思います。その前に１曲です。今日は
松任谷由実さんですが、荒井由実さんだったころの曲と
いうことで、ユーミンの『やさしさに包まれたなら』を
選んでいただきました。これは、雅樂川社長、どんな思
い出の曲ですか。

雅樂川社長：はい。アニメ『魔女の宅急便』が大好きで、
主人公がいろんなことを失敗してちょっと孤独になった
りするところが、自分と似ているなと思います。でも最
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「女性社員さんは言っても言うことを聞いてくれないん
だよ」とか「男性が奥さんに怒られて育休を取りたいっ
て言うんだけど、そんな経験や解決の仕組みはあるかね」
など、いろいろなことを聞かれるようになったんですよ
ね。それを、「うちはこういうふうに仕組みをつくって解
決しましたよ」というのを、本にして出したり、講演会
で説明をしました。ところが、そういった方々に「その後、
どうですか」って聞いたら、ほとんどの皆さんから「やっ
てない、できない」と言われます。

̶̶̶そうですか。

雅樂川社長：はい。私としては「つくればいいだけなのに、
なんでできないんだろう」と思ったのですが、やはり日々
いろんな仕事をやっていく中で、社内の制度とか仕組み
をつくっていく時間が取れないのかなというのは感じて
いたんですね。そこで、その専門の会社をつくれば、困っ
ている人たちの役に立つのではないかと思って、事業を
スタートさせました。

̶̶̶反響はいかがですか。

雅樂川社長：ご依頼やご相談いただいたりはしています
が、制度によって改善されるって信じていらっしゃらな
い方が割と多くいらっしゃるので、その説明をすること
や、なぜこれがいいのかということをお伝えすることに、
今は時間を使っています。

【日常からアイデアを】

̶̶̶職場づくりのアイデア出しなど、普段から勉強し
たり、トレーニングをしてらっしゃるのですか。

雅樂川社長：はい。起業して間もなくは、人に困ったと
き周りを見渡したら、誰も家庭と仕事の両立を支援して
いる企業がいなかったりとか、知恵がなかったりしまし
た。そこで本を探したのですが、国内ではそういった本
が見当たらなかったので、海外の企業の情報を集めてい
ました。ほんとにマイクロソフトさんとか、ディズニー
さんとか、そういった会社の従業員はどうしてみんな生
き生き働いているんだろう、というのを調べたりしまし
た。あとは、フランスの出生率が低かったのが、何で上
がったんだろうとか、そういうものを調べたり、世界中

終的には、人が寄り添ってくれて復活していくという、
そこもすごく似ているなと思っていて、この映画が大好
きなので、この曲を選びました。

̶̶̶それではお届けします。荒井由実で『やさしさに
包まれたなら』。

【多様な働き方に対応した制度などが掲載されているCOCO-LO

の事業計画書】

【CareerArtCoco-lo】

̶̶̶看護や介護の業務を行うCOCO-LOとは別に、社
内制度のコンサルティングなど、企業の仕組みづくりを
行う「CareerArtCoco-lo」という会社を2021年にスター
トさせました。従来の業態からは大きく路線が違うよう
に感じるのですが、新たな分野へ足を踏み出した理由は
何だったのですか。

雅樂川社長：はい。COCO-LOでいろんな仕組みをつくっ
て、COCO-LOらしい経営というのをずっとやってきま
した。経営の中で大きな課題になるのが、やっぱり「人材」
なのですが、この辺を仕組みによって解決してきたとい
う経験から、たくさんの方に、「どうやったの」と聞かれ
るようになりました。そして、国や県から賞をいただい
たことで、講演会もたくさんあったのですが、そこで経
営者の皆さんから「すごく困っている」とか「うちの看
護師さんたちが派閥を組んでいて怖いんだよね」とか
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ごしたいという方もいらっしゃるので、女性と同じよう
にビジネスで生きてくるのではないかなと考えています。

̶̶̶雅樂川社長も悩みながらここまできたのではない
かと思うのですが、判断に迷ったときは、どのように決
断をしてきましたか。

雅樂川社長：はい。まずは自分の心に聞くということで
すね。私の場合、同世代で起業した女友達がいなかった
ので、聞けるとすれば年が離れた先輩経営者さん、あと
は税理士さん、社会保険労務士さん、弁護士さんなど、
資格を持った方たちに聞いていきました。でも、「社長は
どうしたいんですか」と聞き返されるので、まずは自分
がどうしたいかを考えていく。自分がどうしたいか、そ
れと、大切にしたいものは何なのか、優先順位をつける
とすれば何が一番にくるのか、これを明確にしておきま
す。自分が大切なこと、自分が優先したいことを明確に
すると、じゃあどういうふうに判断をすればいいのかな
という答えが、おのずと出てくるので、そうして決めて
いる感じですね。

̶̶̶何かにメモを取ったりして、頭を整理させている
のですか。

雅樂川社長：そうですね。頭の中が言葉でいっぱいになっ
ちゃったりとか、「ああじゃない、こうじゃない」、「だっ
て」、「でも」などが始まってくると、もう駄目なので、
箇条書きでノートにいっぱい書いていったりします。あ
とはマインドマップなど、いろんなツールで自分の考え
方を整理しています。「私はこれが好き、これが嫌い、
これが得意、これが苦手」というものを分けて、得意な
こと、好きなこと、そこに焦点を絞って決断をするよう
にしています。

̶̶̶うわあ、確かにそうですね。考えていると頭の中
がいっぱいになってしまうから、１回それを自分で見て、
そこですみわけをしているのですね。

雅樂川社長：そうですね。

̶̶̶そういったことって大事ですねえ。

雅樂川社長：大事ですね。書いてみると、ただの愚痴も
あるんですよね。「だって〇〇がこう言ったから」とか。
でもそれは決断するときには要らない情報なので消しま

の統計を調べたりして、「どうしてだろう」を考えてはい
ました。そこからヒントになる本を読んだり、日本語に
なっていない本とかでも、英語ではちゃんと書かれてい
るな、研究されているなっていう本があったので、辞書
を片手に読んだりしました。本はすごく読みました。

̶̶̶職場づくりの手腕とともに、女性社長ということ
で、ずいぶん注目される部分もあった、現在もあると思
いますが、女性が起業とか経営することについては、ど
んなお考えをお持ちですか。

雅樂川社長：はい。男性、女性、どちらがしても、もち
ろんいいと思いますが、まだまだ日本の場合は、統計と
しては家庭を仕切るのは女性のほうが多い。生活の中で、
例えば掃除をする、洗濯をする、それらを同時進行にし
ていくんですよね。洗濯機をかけながら、お料理で煮物
をしておいて、次の日のアイロンがけをしておくとか、
２つどころではなく、３つぐらいが同時進行。下手したら、
そこに掃除機もかけちゃうとか。そうしないと時間がな
いから、生活の同時進行というのが進んでいると思うの
ですが、私はそこがそのまま仕事に生きるなと思ってい
ます。無駄な残業を減らすためにとか、効率のよい仕事
をするためには、そういう同時に何か物事を考え行動で
きる能力という点で、女性のほうが家庭での生活パター
ンを仕切っていることが多いので、そういった意味です
ごく向いているのではないかなと思います。

̶̶̶ああ。幾つかのことを、うまくパズルのように組
み合わせること。家事をやっていらっしゃる女性たちが、
今度それが職場でも同じように、その能力を発揮できる
のではないかということですね。

雅樂川社長：そうですね。あと、新しいもの、かわいい
もの、トレンドにすぐに飛びつくのも、まだ女性のほう
が割合としては多いかなと思うので。

̶̶̶そうですね。

雅樂川社長：先を読む能力として、ビジネス上でも優位
に働くのかなと思います。

̶̶̶チャンスがありますよね。

雅樂川社長：すごくあると思います。でも最近は男性も
家庭のことをしっかりやりたいとか、子どもと一緒に過

13GUNMA GUARANTEE MONTHLY REPORT



C h a l l e n g e  t h e  D r e am

す。本当に必要なものが何なのかだけを残して決断して
いかないと、感情の渦に巻き込まれてしまうので、そう
いうことはしないようにしています。

̶̶̶確かに。それも書くことによって整理されるので
すね。

雅樂川社長：そうですね。

【遊びと働き】

̶̶̶少し仕事の話を離れて、プライベートな一面も伺
いたいと思います。お忙しく働いていらっしゃり、働く
ことが大好きという雅樂川社長ですが、趣味を楽しむ時
間ってありますか。

雅樂川社長：はい。遊ぶことは大事だと思っているので、
予定の中に遊びの予定を先に入れてから仕事をするよう
にはしています。

̶̶̶すごい（笑）。それでもスケジュール的には大丈
夫なのですか。

雅樂川社長：大丈夫ですね。大丈夫というか、たくさん
仕事ができたらいいんですが、効率が悪くなるので、しっ
かり遊んでしっかり働くっていう流れを取っています。

̶̶̶スケジュールの中には遊びも予定として入れるの
ですか。

雅樂川社長：入れます、入れます。

̶̶̶例えばどういう遊びの予定を最近入れましたか。

雅樂川社長：冬の間はスノーボードをしていました。な
のでスノーボードの予定を先に入れていますし、お買い
物に行くのも大好きなので、お買い物の予定も入れるし、
旅行も好きなので、旅行の予定も先に入れています。そ
して、仕事のアポイントメントをほかのところに振った
りします。

̶̶̶スノーボードは結構前からやっていらしたのです
か。

雅樂川社長：そうですね。二十歳からやっているので、
もう25年以上。

̶̶̶シーズン中、どのぐらい行くんですか。

雅樂川社長：できれば10回以上行くことを目指していま
す。なかなかいけないときもあるんですが、隙間時間を
見つけて行くとか、前橋の事業所に行って、午後空いた
と思えば、スノーボードを積んでおいて、水上とか沼田
のスキー場まで行っています。

̶̶̶もともと仕事が大好きな雅樂川社長でしたが、そ
ういうプライベートな時間も取っていらしたのですね。

雅樂川社長：はい。遊ぶことも大好きだったので、最初
から取ってはいました。起業した当初に、介護保険事業
を始める人っていうのは、大体土曜日は仕事をしたり、
祝日も仕事をしたりっていう、日曜日だけお休みするか
どうか、もしかしたらそこも働くかなっていうスタイル
で起業している方が多いと思うんですけれども、私は最
初から土日祝日お休みにして、しっかりと休日を確保し
た上で働こうと思っていましたので、そのスタイルで
ずっとやっています。

【様々なシーンで活躍する雅樂川社長】

【COCO-LOの今後の目標】

̶̶̶さて、仕事の話に戻りますが、雅樂川社長の今後
の目標をお聞かせください。

雅樂川社長：はい。あまり目標を立てることはしていな
いです。最初から大きくしたい欲もないから、こうしたい、
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２年後には、３年後にはとか、そういう目標は立てたこ
とはないです。しかし、私にとって大事なことは、「利用
者さんが楽しんでくれること」、「一緒に働いているス
タッフが生き生きしていること」、「笑顔でいること」、こ
れが大事だなって思っているので、これがずっとつづく
ような環境をつくっていきたいなと思っています。そし
て、去年立ち上げた新しいCareerArtCoco-loのほうでは、
仕組みづくりによっていろんな経営の課題だったり、人
材の課題に対応できるような仕組みをつくっていきたい
なと思っています。また、できれば世界で生活、経済的
に自由が利かないとか、社会的な地位が認められていな
いとか、そういう方たちのところにも、仕組みをつくる
ことによって役に立てるような仕事をしていきたいなと
思っています。

̶̶̶適切な言い方が思い浮かびませんが、女性リー
ダーとして、こんなところを頑張るといいとか、何かそ
ういったメッセージもあったら、ぜひいただきたいと思
います。

雅樂川社長：そうですね。「女性として」というのが、
少しわからないのですが、私が経験してきた中でという
点では、「自分が何がしたいか、何で役に立てるか」とい
うことを考えていると、自分のしたいことだけではなく
て、人から求められることに対して、行動として結果が
残せるのかなというふうに思います。

【新規事業に挑戦したい人へのメッセージ】

̶̶̶最後に、新しい事業に挑戦したいと考えている人
や若い人へのメッセージの意味も込めてお話を伺えれば
と思います。新しいことに挑戦するときに大切なことは
何でしょうか。

雅樂川社長：はい。まずはイメージすることですね。

̶̶̶イメージ。

雅樂川社長：自分が挑戦している場面を、より具体的に
イメージをしていくことですね。このイメージしたもの
が、独りよがりになっていないか、自己中心的な考え方
になっていないかというのも知ったほうがいいので、な
るべく言葉にしていきます。イメージした後、言葉にして、

言葉にしたものを周りにいる人になるべく聞いてもらう。
こういうことを考えているんだ、こういうことをしたい
んだっていうのを聞いてもらって、聞いてもらった中で
いただいた意見というものを自分の中に取り込んでいく。
全て取り込む必要はないと思いますが、自分が気づかな
かったこととか、見えなかった分野っていうのがあるの
で、それを取り入れていき、ブラッシュアップして、新
しい挑戦につなげていければいいのかなと思います。

̶̶̶今日はたくさんの気づきをいただき、ありがとう
ございました。

雅樂川社長：ありがとうございます。

̶̶̶今日のトップインタビューは有限会社COCO-LO
の雅樂川陽子社長にお話を伺いました。さあ、それでは
ここでもう１曲、リクエスト曲をお届けしたいと思いま
す。今回の放送、チャレンジ・ザ・ドリーム111回目な
んですけれども、モーニング娘。は初めてのリクエスト
（笑）。

雅樂川社長：そうですか（笑）。

̶̶̶ええ（笑）。ということで、モーニング娘。の『ハッ
ピーサマーウェディング』をいただいておりますが、こ
れはどんな思い出の曲でしょうか。

雅樂川社長：はい。20年前に結婚式で、中学の親友５人
が振袖を着て踊ってくれたという思い出の曲です。

̶̶̶イケイケですね（笑）。

雅樂川社長：そうですね（笑）。

̶̶̶ではお届けしましょう。モーニング娘。で『ハッ
ピーサマーウェディング』です。今日はありがとうござ
いました。

雅樂川社長：ありがとうございました。

保証協会からのお知らせ
経営改善サポート保証（感染症対応型）について
̶̶̶ここからは群馬県信用保証協会からのお知らせで
す。群馬県信用保証協会の磯さんにお話しを伺います。
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磯さん、よろしくお願いします。

磯：こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、新型コロナウイルスの影響を受け
た中小企業・小規模事業者の皆さんをサポートするため
の保証制度を取り扱っていると伺っていますが、どのよ
うな保証制度ですか。

磯：はい、新型コロナの影響を受けた中小企業・小規模
事業者の方々の早期の経営改善にお役立ていただくた
め、「経営改善サポート保証 感染症対応型」と「伴走支援
型特別保証」の２つの保証制度の取り扱いをしています。
今日は、そのうちの「経営改善サポート保証 感染症対応
型」についてご案内します。

̶̶̶新型コロナの影響を受けた企業の経営改善を支援
するというイメージが湧きますが、どのような特徴があ
るのですか。

磯：はい、保証協会をはじめ、中小企業経営の支援機関
や中小企業診断士が、経営改善計画の策定をサポートし
ながら経営改善を支援する保証制度です。専門家から
様々なアドバイスや指導などが受けられますので、実現
性の高い計画の策定に繋がります。お借入れの限度額は
２億８千万円。保証期間は15年以内です。「経営改善サ
ポート保証」は従来からあった保証制度ですが、新型コ
ロナの影響で、売上高等が改善しない中小企業・小規模
事業者の方々を後押しするために「感染症対応型」とし
て、令和３年４月に制度が拡充されました。

̶̶̶コロナ禍で厳しい経営状況にある企業の立て直し
をサポートするために制度改正が行われたということで
すね。では、改正点を教えていただけますか。

磯：改正点は３つあります。一つ目は、お客様にご負担
いただく信用保証料の軽減です。国が信用保証料を補助
するため、実質的な負担は年0.2％です。二つ目は、返
済の据置期間が最大５年に延長されました。従来の制度
より据置期間が延長されたことで、返済負担を少なくす
ることができます。三つ目は、一定の要件を満たした場合、
社長さんを保証人としないいわゆる「経営者保証免除」
の対応です。

̶̶̶少ない負担で大きなメリットがあるのですね。新

型コロナの影響を受けて、これから立て直しを図ろうと
している方にとって、とても心強い保証制度ですね。利
用を検討したい、と思われた方はどうすれば良いですか。

磯：ご利用にあたっては、策定した経営改善計画書に対
して、取引金融機関の合意を得る必要があるなど、一定
の要件を満たす必要があります。まずは、お取引のある
金融機関又は保証協会まで、ご連絡ください。なお、保
証協会の連絡先については、ホームページをご確認くだ
さい。

̶̶̶早期に経営の立て直しをお考えの方は、ぜひこの
制度の活用をご検討いただければと思います。磯さん、
今日はありがとうございました。

磯：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー
ＦＵＴＵＲＥＮＡＵＴ株式会社
（フューチャーノート）

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
次に紹介するのは、コオロギパウダーを使ったお菓子や
パンなど、昆虫食の開発や販売などを行っているフュー
チャーノート株式会社のCEO 櫻井蓮さん、25歳です。
櫻井さんは３年前、高崎経済大学４年生のときにフュー
チャーノートを設立。その後、大学院に進みながら事業
を行い、現在は大学発ベンチャーに認定されています。
大学生がつくった昆虫食の会社とはどのような会社なの
でしょう。高崎経済大学内にある事務所を訪問し、起業
の経緯や事業の様子などを伺いました。

̶̶̶高崎経済大学内にあるフューチャーノートの事務
所に来ています。櫻井さん、よろしくお願いします。

櫻井さん：よろしくお願いします。
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【収録風景：高崎経済大学にて】

̶̶̶コオロギのお菓子やパンなどの商品があるという
ことで、私もドキドキしながらお邪魔させていただきま
した。しかし商品には、コオロギの形・影も全くないよ
うな感じですね。

櫻井さん：そうですね。食用に養殖したコオロギを粉末
加工、パウダー状にして混ぜているので、商品自体は、
普通の商品と比べてもわからないです。また、食感など
も違和感と抵抗感なく、食べられる商品だと思ってつ
くっています。

̶̶̶フューチャーノートは、これらのお菓子の販売の
ほかにも事業を行っていると聞いていますが、どのよう
なことをしているんですか。

櫻井さん：はい。まず食品メーカーさんにコオロギパウ
ダーを卸すような仕事をしています。原料はタイから輸
入したりしています。あとは昆虫が食べられるというこ
とを広く知っていただくために、食育イベントや、昆虫
食の普及啓発イベントなども行っています。そういった
事業のほかにも、最近では受託研究みたいなことも始め
まして、コオロギを養殖するノウハウを蓄積できている
ので、例えば食品メーカーさんの食品ロスの一環でコオ
ロギ養殖の研究や、より栄養価が高いコオロギをつくる
ようなところの受託研究なども最近行っています。そう
いったところで、いろんな企業さんと一緒に、商品開発、
原料開発、コオロギの開発をやっています。

̶̶̶自社生産も開始したということで、先ほど見せて
いただきましたが、コオロギの音色が今も聞こえてきま
す（笑）。そんな事業を行っているフューチャーノート
ですが、設立したのは大学４年生のときということです。
では、昆虫食と出会ったのはいつごろですか。

櫻井さん：そうですね、大学１年生のときに、長野出身
の友達がお土産にイナゴの佃煮を買ってきたのが最初の
出会いでした。そのときは、「ああ、こういうものもある
んだな」と感じただけでした。その後、研究室に配属に
なったり、環境教育などを学ぶ中で、昆虫を食べるとい
うことが世界から注目を集めているということを知りま
した。とはいえ、みんな、昆虫を気持ち悪いと思うし、
食べたくないと思う人が非常に多かったので、そういっ
たところを少しでも変えたいなというのが自分の中にあ
ります。

̶̶̶では、それがなぜ会社を設立するところまで発展
していったのでしょうか。

櫻井さん：昆虫生産というのが、畜肉生産、いわゆるお肉、
牛肉、豚肉、鶏肉と同じようにタンパク質に変わる可能
性があることが世界では注目されているという点に非常
に可能性を感じました。ただ、日本で普及させるには、
やっぱり抵抗感や嫌悪感というところが、普及のハード
ルになっていると感じて、そこに関して何とかできない
かなというか、何でそもそも人は昆虫に対して嫌悪感を
抱くのかみたいなところを卒業研究のテーマに選びまし
た。そこで挑戦したことをきっかけに、今後の普及にお
いて会社をつくってしっかり商品をつくって、研究成果
をしっかり実用化して社会に還元していこうという思い
が生まれまして、大学の先生と一緒に会社を設立するに
至りました。

̶̶̶昆虫って、櫻井さん自身が抵抗があったら、たぶ
んそこを研究テーマにはできなかったと思うのですが、
櫻井さんはあまり昆虫食は抵抗なかったのですね。

櫻井さん：いえ、僕は結構抵抗があったんですよね
……。

̶̶̶あった？あったのですか。 

櫻井さん：昆虫はそんな、今でもこう、進んで食べたい
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かというと、そこまでではまだ至ってなくて、昆虫食の
会社を立ち上げるような多くの人は昆虫を食べることが
好きな人が、「自分が好きだからもっと広めたい」ってい
うような考えでやっています。なので、僕が会社を立ち
上げた当時は、姿がそのまま残っていたりとか、そうい
うような、いわゆる、もう本当にゲテモノ食に近いような、
パーティグッズに近いようなものが非常に多かったとい
う印象がありました。それで、「これは万人受けしないし、
広くいろんな人に食べてもらうためには、自分も含めて、
もっと食べたくなるような商品が必要だな」というのを
感じていて、逆に昆虫を進んで食べたくない側からの商
品開発であったりとか、そういった提案ができたという
のは、ある種、昆虫食の会社というところでは、ほかの
会社と差別化できていた部分だったのかなと思っていま
す。

̶̶̶初めに何から手を付けたのですか。

櫻井さん：はい。やっぱりまず食べてもらうことが大事。
お客さんであったり、いろんな人に食べてもらうことが
大事だと思っていたので、タイでつくったコオロギパウ
ダーを配合したクッキーを輸入して、国内で販売してい
ました。もともと国内でコオロギパウダーからつくった
りとか、コオロギパウダーを輸入してお菓子は国内でつ
くりたかったんですけど、食品と昆虫の相性というのは
どうしてもよくないもので、今では多少よくなりました
が、当時は昆虫を食品工場に入れるということに対して、
しっかり品質が担保されているものであっても難しい状
況だったんですね。なので、つくっていただけるところ
も少なくて、そういったこともあり、タイでコオロギの
クッキーまでつくって輸入して、販売していました。そ
して、その後、半年ぐらいで国内でもお菓子をつくって
くださるメーカーさんが見つかったので、そこにOEM
でつくっていただいて、それを自社のパッケージに入れ
て販売するっていうことを始めました。

【新製品「携帯たんぱくチップス」】

̶̶̶会社設立が2019年７月ということで、翌年には国
内でも新型コロナウイルスの感染が拡大した時期でした
よね。

櫻井さん：はい。

̶̶̶影響もいろいろ受けたのではないですか。

櫻井さん：そうですね。うちの会社は博物館とか昆虫館、
群馬で言ったら昆虫の森とか、そういった動物園さん、
昆虫館さんという教育的意味があるような施設で販売を
していたこともあったものですから、コロナの影響で閉
館になったりしました。

̶̶̶そうでしたねえ。

櫻井さん：せっかくつくった商品がなかなか販路をつく
れなかったというような問題がありました。そういった
状況が続いていたので、なかなか厳しく、いろいろ会社
の中でもミーティングを重ねて、「こういう機会でしかで
きないことをしよう」ということで、レシピコンテスト
みたいなものを開催しました。コオロギパウダーも無料
で配布して、「おうち時間」って当時結構言っていたと思
うんですけど、そのおうち時間を使って自分のおうちで
いろいろ調理してもらって、そのレシピをうちのホーム
ページにアップしてもらうことをやりました。おうち時
間をうまく使って、新しい食を受け入れてもらうイベン
トというのは、コロナ禍であったからこそ、出てきたア
イデアかなとも思うので、そういった意味では逆に、う
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まくそういった機会をつくれることにもつながったと
思っています。なかなか厳しい状況ではありましたけど、
結果的にはよかったのかなと思う部分もあります。

̶̶̶会社設立から３年ですね。

櫻井さん：そうですね、はい。

̶̶̶振り返ってみて、起業は櫻井さんにとって、どの
ようなものでしょうか。

櫻井さん：そうですね。まあかなり厳しい状況ではあるっ
ていうところはそんなに変わらないんですが、少しずつ
軌道に乗る部分であったりとか、やっぱり最初、見向き
もされなかった食品が、徐々に市民権を得てきて、当然
うちの会社の功績だけではなくて、いろんな会社がつく
り上げたものではあるんですが、だいぶ昆虫食というも
のを目にする機会だったり、耳にする機会、そういう文
化があるよねっていうことを受け入れてもらうというこ
とは、ある程度実現できているのかなと思っています。
最近は昆虫食のイベントのお声がけも増えましたし、い
ろんな食品メーカーさんからの研究のお声がけも増えて
きているので、徐々に軌道に乗りつつはあるかなと思い
ます。まあ起業というところは、「やってよかったな」と
思う部分もありますし、「やっていてつらいな」という部
分もあるんですけど、ただ、新しいことに挑戦できる、
挑戦し続けられるというのは、起業ならではだと思うの
で、非常にやってよかったなと思ってます。

̶̶̶今後の目標についてもお聞かせください。

櫻井さん：はい。今は昆虫食という、言葉を使ってます
けど、昆虫食という言葉の枠組みを超えたいなと考えて
います。タンパク質の一つ、例えばお肉や魚や卵や、そ
ういったものと並ぶような「食用昆虫」というような位
置、タンパク源の選択肢としての地位を確立したいなと
思っています。タンパク質が足りないからとか、食料が
これから足りなくなるから昆虫を食べなきゃ、というよ
りは、もうちょっとポジティブなマインドで、50年後、
100年後の食の持続可能性を実現できるんだったら、昆
虫もしっかりおいしく食べていこうとか、多くの人がそ
ういう思いを持って食べ物を選ぶような未来を実現でき
ればいいなと思っています。そういったところで、まず
昆虫をしっかりおいしく食べられるようなことが実現で

きるように、商品開発だったり研究を行っていきたいと
思っています。

̶̶̶はい。昆虫食の開発や販売などを行っている
フューチャーノート株式会社の櫻井蓮さんにお話を伺い
ました。ありがとうございました。

櫻井さん：ありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人
を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、
番組前半は、訪問看護や通所介護などの事業を手がけ働
き方改革などで数多くの表彰を受けている桐生市の有限
会社COCO-LO 雅樂川陽子社長のトップインタビュー、
そして後半は、学生時代に起業し、昆虫食の開発や販売
などに取り組んでいるフューチャーノート株式会社 櫻井
蓮さんを紹介しました。
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保
証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈
良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【８月の放送のお知らせ】

令和４年８月４日（木）12:00～12:55
再放送　８月６日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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